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会員紹介

「農業水利施設保全補修ガイドブック2024について」
－ ガイドブック編集専門部会座長　

　上條達幸氏インタビュー －
イントロダクション
　「農業水利施設保全補修ガイドブック」（以下、「ガイドブック」という）は、農業水利施設の保
全管理（調査診断～設計～補修・補強工事～日常管理）に係わる国、地方自治体、土地改良区、コ
ンサルタンツ、建設会社等の方々に材料・工法選定の際の参考図書として広く活用されています。
　ガイドブックは、水利施設保全管理補修部門の調査研究活動の一つとして、2008（平成 20）年
から発行され、2016（平成 28）年まではほぼ毎年、それ以降は隔年となり、これまでに 13 回発行
してきています。発行部数は年によって異なりますが 2,500 ～ 3,000 部程度になり、掲載件数は、
当初の 54 件から 231 件（2024（令和６）年）に増加しています。
　ガイドブックの発行にあたっては、協会内に設置した「ガイドブック編集専門部会」において、
申請のあった各材料・工法について審査を行い、掲載の可否、農林水産省が「農業水利施設の補修・
補強工事マニュアル」（以下、「マニュアル」という）で規定している品質規格に対する適合性につ
いて確認しています。今回は 2016（平成 28）年からガイドブック編集専門部会の座長を務めて頂
いております田中シビルテック（株）参与の上條達幸氏にガイドブック発行の意義、今後の課題、
展望、活用方法などについてお聞きしました。

業界は今

左：上條達幸 氏　　　　　右：野村（協会）企画部長

【事務局】　まず、上條さんと農業水利施設の長
寿命化対策との出会いについてお伺いいたしま
す。初めて、農業水利施設の長寿命化対策（補
修・補強工事）に携われたのは、いつ頃、どの
ような工事だったでしょうか。また、何かご苦
労されたことはありますでしょうか。

全面更新から長寿命化対策へ
【上條】　私が初めて国営の農業水利施設の補
修工事に携わったのは、今から丁度 20 年前の
2004（平成 16）年です。当時は、財政再建を
掲げた歳出削減により公共事業費が年々削減さ
れ続けていた時期で、農業水利施設においても
「農業水利施設保全対策事業」や「国営造成施
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設保全対策事業」の創設と全面的な更新整備の
見直しが行われるようになり、長寿命化対策に
よりライフサイクルコストの低減を図るという
「ストックマネジメント」の考え方が出始めた
頃だったと記憶しています。
現場は国営の幹線水路で、当初の計画では全
面更新だったようですが、「水路表面の摩耗に
より流下機能が低下しているものの、コンク
リート構造物自体は比較的健全なため、できる
だけ延命化できないか」ということになり、設
計担当のコンサルさんから私の方に延命化のた
めの補修方法と工事費について問い合わせがあ
りました。「補修」と「全面更新」のライフサ
イクルコストを比較検討した結果、補修による
長寿命化対策の方がかなり安価となり採用され
ました。補修方法は、現在行われている長寿命
化対策工法とほぼ同じで、無機系材料（ポリマー
セメントモルタル）による断面修復や表面被覆、
成型ゴム挿入方式による目地補修でした。その
後、当時私が所属していた会社が補修の専門業
者として施工を請け負うことになりましたが、
当時としては新しい材料や工法による施工でし
たので、私は技術担当者として着手から完成ま
で現場に詰めていました。（写真－１）

この補修工事に携わって苦労したことは、一
つは、マニュアル【開水路編】がまだ刊行され
ていませんでしたので、「補修後の期待耐用年
数」と「これを満足する補修方法」をどのよう
な考えに基づいて設定したら良いかということ

でした。この課題に対しては、補修後の期待耐
用年数をコンクリート開水路の標準耐用年数
（40 年）と同様とした場合を想定し、この期間
中に補修材料・工法の耐久性が損なわれる要因
とその対応策について検討しました。
その結果、無機系材料による断面修復と表面

被覆の耐久性を損なう大きな劣化要因は「付着
性の低下」と「摩耗の進行」であること、そし
てこの二つの劣化要因に対する処方（対策）を
どうするかによって補修後の耐用年数を設定で
きるものと考えました。なお、目地補修につい
ては、当時開発されたばかりの「目地成型ゴム
挿入工法」が 40 年程度の耐久性が期待できる
新技術として採用されました。
無機系材料の経年的な付着性低下に対する対

策としては、道路橋などの新旧コンクリート打
ち継ぎ用接着剤として実績があったエポキシ樹
脂系の接着剤をプライマーとして使用すること
を提案し、承諾されました。このエポキシ樹脂
系接着剤は、1964（昭和 39）年の新潟地震で
損傷したコンクリート床版の補修工事にも使用
されており、その後の追跡調査の結果が土木学
会などで発表されていますが、40 年経過後に
おいても付着性に問題がないことが確認されて
いました１）。余談になりますが、私は化学系卒
のため入社後しばらくは土木用補修材料の開発
や性能評価に従事しており、エポキシ樹脂系の
接着剤や注入材の配合設計なども担当していま
した。この時の技術的知見から「しっかりと接
着硬化したエポキシ樹脂は耐水性に極めて優れ
ているため、上記の道路橋と同様に、水路施設
においても長期の付着耐久性を確保できる」と
判断しました。
無機系表面被覆材の摩耗については、この幹

線水路は築造から約 40 年が経過していました
が、コンクリート側壁の摩耗深さは５mm程度
に収まっていました。この頃（年代）は、まだ
水流摩耗に対するコンクリートやポリマーセメ
ントモルタルの性能に関する知見やデータが少
なかったため、当時の一般的な認識に基づいて

（写真－１）
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「無機系表面被覆材の耐摩耗性は、コンクリー
トとほぼ同等」との判断をしていたと思います。
このため、無機系表面被覆材の側壁部の施工厚
さは、経年摩耗により減少したコンクリート断
面厚さ５mmを復旧し（鉄筋かぶり厚の確保）、
さらに補修後 40 年間の摩耗代として５mmを
設けるとの考えから、合計 10mmに設定され
たと記憶しています。なお、底版部は側壁部
より経年摩耗が進行していたため、合計 15mm
での施工となりました。
もう一つ苦労したことは、底版コンクリート
表層の脆弱化が予想外に深く、内部まで進行し
ていたことでした。このため、通常の高圧水洗
浄による下地処理だけでは所定の付着強度が確
保できず、その対策に苦労しました。できるだ
けコンクリートを傷めないように舗装用の簡易
な表面切削機を入れたり、部分的にチッパーに
よるはつり

3 3 3

を併用することで何とか付着強度を
得ることができました。このような底版コンク
リートの下地処理における課題は、他の現場で
も時折見受けられていましたが、残念なことに
今もって解決していないようです。底版コンク
リートに対する無機系表面被覆材の付着耐久性
を確保するためには、表層脆弱部の新たな診断
技術や除去技術が提案・開発されることを期待
しています。（写真－２）

（写真－２）

20年後の追跡調査を！
【上條】　これが初めて私が携わった国営施設の
長寿命化対策工事です。この時に使用した無機

系材料による断面修復や表面被覆、そして成型
ゴム挿入方式による目地補修は、現在行われて
いる補修方法の原型と言えるもので、その後に
作成されたマニュアル【開水路編】にも適合し
ていると推察されます。施工中は、農研機構（旧
（独法）農村工学研究所）などで開発された目
地成型ゴム挿入工法が採用されていたこともあ
り、長束先生や農村工学研究所の方々が視察に
来られていました。また、施工後には定期的に
追跡調査も行われていました。追跡調査では、
当時としては新しい材料・工法による工事であっ
たため、土地改良技術事務所や事業所、農政局
から大勢の職員が参加され、落水後に、点検用
の打診棒とチョークを持って端から端まで「叩
き点検」が行われたことを今でも覚えています。
この補修工事では、施工直後の初期値や追跡

データが残されていると思われますので、施工
後 20 年目となる今年あたりに追跡調査を行う
ことで、マニュアル【開水路編】に示されてい
る補修材料や工法の耐久性を検証する絶好の機
会になるものと考えます。
【事務局】　ガイドブックは 2008（平成 20）年か
ら発行されていますが、初めてご覧になった時
期とその時の感想はいかがだったでしょうか。
【上條】　発行当初か
らガイドブックを見
ていますが、最初の
頃の記憶はほとんど
ないですね。多分、
材料・工法のカタロ
グ綴り的な印象しか
なくて、あまり関心
を持っていなかった
んだと思います。その後、マニュアル【開水路編】
が作成されて、適用可能な材料・工法の品質規
格が設定されましたが、これを受けて「ガイド
ブックでも、マニュアルの品質規格に適合して
いる材料・工法には認証マークのような印を付
けてはどうか」ということになりました。この
頃から、ガイドブックに関する相談を本協会か
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ら時折受けるようになり、掲載内容にも関心を
持つようになったと思います。
【事務局】　2013（平成 25）年に農林水産省がマ
ニュアル【開水路編】を作成し、補修工事で使
用される材料・工法の品質規格が示されたこと
を受けて、ガイドブックでは 2014（平成 26）
年から、各メーカーから各材料・工法の品質に
関する試験結果報告書等を提出して頂き、編集
専門部会において審査し、適合するものにつ
いては、「 」マーク（以下、JAGマーク）
を付記することとしました。このことについて
は、いかがでしょうか。
【上條】　農業水利施設の補修工事に使用する材
料・工法は、使用前に材料承認を得る必要があ
ることがマニュアルに謳われています。このた
め、施工者は公的機関などの第三者機関で行っ
た使用材料の品質証明書（試験結果報告書）を
提出し、発注者はこの品質証明書をチェックし
てマニュアルの品質規格に対する適否を確認す
ることになります。しかし、メーカーが取得し
た品質証明書の中には、試験機関が第三者機関
に該当していなかったり、メーカーが社内で作
製した試験体を試験機関に持ち込んで試験を
行っている事例があります。これ以外にも、試
験体の養生条件や試験方法がマニュアルに記載
されている照査方法と異なっている事例も見受
けられます。このため、材料承諾に際しては、
提出された品質証明書の試験値だけでなく、そ
れ以外の項目についてもチェックが必要となり
ますが、この作業を発注者やコンサルの皆様が
行うことは大変であり、難しい部分もあるよう
に思います。これらの作業については、やはり
補修材料やその試験方法に精通した第三者が行
うようなシステムとした方が良いのではないで
しょうか。
今振り返ると、本協会内に専門部会として「ガ

イドブック編集専門部会」を設置し、掲載工
法の審査を行って JAGマークを付けたことは、
材料承諾における課題の解消に資する結果とな
りました。これにより、ガイドブックの信頼性

や重要性が高まり、発注者やコンサルの皆様に
活用していただいているものと考えています。
したがって、ガイドブック編集専門部会

は、メーカーの意向にとらわれない独立した組
織（部会）として機能することが重要であり、
JAG マークの付与に際しては、細部にわたっ
てできる限り厳格なチェックを行うように引き
続き努めて参ります。
【事務局】　JAGマークの導入によりガイドブッ
クの信頼性が高まったとのお話ですが、さらに
高めるためには、どのような工夫が考えられる
でしょうか。
【上條】　ガイドブックを見ていただくと、各工
法の概要説明シートが掲載されていますが、そ
の中に「施工実績または納入実績」の項目があ
ります。ここには、材料メーカーなどの掲載者
が記入した農業水利施設やそれ以外での施工実
績が掲載されていますが、私はこの施工実績の
項目を重視したいと考えています。
一般的な認識として、施工実績が多いという

ことは、相応の現場データが収集され、施工性
や出来栄えなどの評価も多く受けているわけで
すから、信頼性が高く安心して使える工法とい
うことになります。現在、ガイドブックに掲載
している施工実績は、メーカーが概要説明シー
トに記入した内容をそのまま掲載しています。
しかし、今後は、施工実績の記載内容について
もう少ししっかりと精査していく必要があると
考えています。具体的には、工法の概要説明シー
トとともに新たに施工実績表を提出していただ
くことや、施工後の追跡調査の状況について掲
載者に聞き取りを行って、その結果を施工実績
の欄などに何らかの形で反映させたいですね。
どこまで実現できるかは不明ですが、「ガイド
ブックに掲載されている工法は、施工後の追跡
調査による状況確認や改善・改良が行われてい
る」ということをアピールしていきたいと考え
ています。
【事務局】　そうですね。そこまでやると、皆さ
ん、単なるカタログ綴りではなく、しっかりと
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した技術資料という形で見て頂くことが可能に
なりますね。他には、ありますか。

【上條】　施工実績と
同様に重視している
項目が概算工事費で
す。コンサルさんの
長寿命化対策の検討
業務では、工法別の
工事費を比較検討す
る際にガイドブック
を活用していただい

ているようです。このため、ガイドブックへの
概算工事費の掲載に際しては慎重を期する必要
があるとの認識から、工事費の算出根拠を明確
にするための作業に取り組んでいます。例えば、
「労務単価は、何年度版のどこのものを使って
いるのか」、「工事費にはどのような作業内容が
含まれているのか。例えば、表面被覆工法の工
事費は、下地処理工が含まれているのか」など
の聞き取りを行い、工事費の算出根拠について
統一と標準化を図っているところです。今後は、
これらの作業をさらに推し進め、特定の工法に
偏らない公平性が担保された概算工事費を掲載
するように努めることが大切です。
【事務局】　ありがとうございます。ガイドブッ
クの信頼性向上のため、検討して行きたいと思
います。また、ガイドブックの見やすさ改善の
ため、2018（平成 30）年からはマニュアルに
掲載区分（マニュアルの品質規格に対する掲載
工法の適合性区分）を設けて、Ａ区分：すべて
の品質規格に適合しているもの、Ｂ区分：品質
試験を実施中または予定のもの、Ｃ区分：性能
照査方法及び品質規格がマニュアルに規定され
ていないものとしました。現在は、Ｂ区分とＣ
区分を併せてＢ区分としています。このことに
ついては、いかがでしょうか。
【上條】　先ほどお話ししたように、ガイドブッ
クにおいては、掲載工法がマニュアルの品質規
格に適合しているか否かを確認し、それを表示
することはきわめて重要なことです。したがっ

て、適合工法をA区分として分かりやすく表
示していることは良いのではないでしょうか。
他方、掲載工法の中には、マニュアルの作成

時には想定していなかった工法であるため、マ
ニュアルに規定されている性能照査方法や品質
規格では適切な性能照査ができないものがあり
ます。また、適用する構造物のマニュアル自体
がまだ策定されてない工法もあります。これら
の工法は、2024（令和６）年度版ではいずれも
B区分に分類されています。このような工法を
採用したい場合は、適切な性能照査方法と品質
規格を新たに設定した上で、その適用性を照査
するという手順を踏むことになります。マニュ
アルにもそのような主旨の記載がなされていま
すが、実態として、このような手順を踏まずに
採用されている事例が時折見受けられることは
残念です。
このようにガイドブック掲載工法の適用性区

分は、それぞれに重要な意味合いを持たせて設
定しているものですが、この区分により利用者
の利便性向上と補修工事の品質が確保されるこ
とを期待しています。
なお、新材料・新工法の活用という観点から

すると、B区分の工法に関しては、今後さらに
検討すべき課題があると考えています。補修工
事の現場では、施工や環境条件に則した材料や
工法の開発が行われていますが、現行のマニュ
アルに照査方法が示されていない新工法など
は、マニュアルの改訂が行われない限り、Ｂ区
分のままとなってしまいます。B工法が採用さ
れるためには、先にお話ししたように適用性を
照査するための手順を踏む必要がありますが、
この手順のハードルが高いためか、有用な工法
であるにも拘わらずなかなか現場への活用が進
まないという実態もあるようです。
このような新工法の取り扱いについては、当

協会内で関係会員による研究会を立ち上げ、新
工法に対する適切な照査方法や品質規格を設定
し、例えば「協会規格」といった基準をつくる。
そして、新工法については、この基準に対する
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適否も含めてガイドブックに掲載するというよ
うなことも、今後検討していきたいと考えてい
ます。さらに、適用性区分の表示についても、
メーカーによる新工法の開発とその活用の妨げ
とならないように、「Ａ́ 区分」のような掲載に
したいと考えています。
【事務局】　ガイドブックの普及を図るため、国、
県等の診断調査業務及び補修・補強工事の発注
機関に対して 2008（平成 20）年の発刊以降ガ
イドブックを無償提供（各所１～２部）してい
ましたが、ガイドブックの存在が一定程度認知
されたことから、2016（平成 28）年には無償
提供を取止め、一般販売に切り替えました。し
かし、発注機関に聞き取りを行った結果、少
なくない機関で過年度（2014（平成 26）年版）
のものを使用している実態が見えてきたため、
2022（令和４）年版から国、県等への無償提供
（各所１部、620 ヶ所程度）を再開しました。
ガイドブックの普及については、どのように
考えますか。
【上條】　ガイドブックの普及は、長寿命化対策
工事の設計や工法選定において、作業の効率化
や品質確保に寄与するものと期待しています。
また、そのためには、是非、最新版のガイドブッ
クをご使用いただきたいと考えています。発注
者やコンサルの方々との打ち合わせにおいて、
結構古いバージョンのガイドブックを引用した
質問を受けた経験が私自身も少なからずありま
す。旧版（過年度版）を使用した場合の不都合
としては、例えば、A区分の掲載工法で工法比
較や工法選定を行う場合に、旧版では掲載され
ていなかった工法が最新版では掲載されている
ことがありますので、公平性に欠けることにな
ります。また、施工実績や概算工事費は発行年
度ごとに見直しを行っていますので、これによ
り工法比較のランク付けや概算工事費が変わっ
てくる可能性があり、情報の正確性に欠けるこ
とになるため注意して欲しいですね。
今後、さらに多くの皆様にガイドブックをご

活用いただくためには、現在の紙ベースによる

配布だけでは限界があると感じています。また、
新工法の追加掲載や最新データへの修正など、
タイムリーな情報更新を行うことは、現在の紙
ベースでは対応が難しいと考えています。その
一方で、ガイドブックの利便性を向上させるた
めの手段として、「ガイドブックのデジタル版」
の要望も増えてきています。
そこで、2024（令和６）年版からは、協会ホー

ムページにも「工法概要説明シート」を掲載す
る計画があるようですので、より多くの長寿命
化対策工事に関わる皆様に利用していただくこ
とを期待しています。
【事務局】　最後に、ガイドブックをより使いや
すいものとするためには、どのような課題があ
ると考えていますか。
【上條】　農業水利施設における補修・補強工事
のマニュアルが開水路編から始まり、パイプラ
イン編やトンネル編と増えるにしたがって、ガ
イドブックの掲載工法も大幅に増加していま
す。このため、工法検索をよりスムーズに行う
ための改善などに努めてきましたが、肝心要（か
んじんかなめ）の利用者からの意見をあまり聞
いていないように感じています。発注者やコン
サルの皆様から、ガイドブックに対する忌憚の
ない意見や要望をお聞かせいただけるとありが
たいですね。
その他では、ガイドブック施工実績欄の情報

提供にも関連することですが、掲載工法の追跡
調査結果や施工後の不具合事例、現場施工者か
らの意見など長寿命化に関する様々な情報を収
集し、これを協会が発行している『農業水利施
設補修・補強工事のためのガイドライン』とリ
ンクさせることにより、情報発信を行っていく
ことが重要であると考えています。
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